
キーワード

5S活動進化による「寿ブランド」の価値向上
通路の確保、資機材等の整理整頓、平行・直角・垂直・水平

自責交通事故防止の安全意識向上
5S活動(整理・整頓・清掃・清潔・しつけ)で魅せる職場　など

「寿ブランド」の進化と“魅せる現場”の確立を実践
「現場力」「安全管理」「徹底性」を強化し"魅せる現場"を提供する

担当領域の可視化と対話の推進
こだわりのある仕事の水平展開…私の提案　など

選択重点項目

選択重点実施項目 選択重点実施項目
取り組み内容

転倒予防の日（10/10） 秋季全国火災予防運動（11/9～15） （12/1～1/15）行事・取り組み　等

全国労働衛生週間本週間(10/1～7) ISO内部監査(11月～1月に実施) 建設業年末年始労働災害防止強調期間

医療安全推進週間（11/22～28） 職場のハラスメント撲滅月間（12/1～31）

確　　　　認
作業所 作業所長による巡視／安全衛生打ち合わせ

本　 社 本社幹部パトロール（ISO内部監査）・安衛品環室パトロール

本　 社 作成した資料の配布 作成した資料の配布 作成した資料の配布
実　　　　施

作業所 リスク回避対策を関係者へ周知して実施 リスク回避対策を関係者へ周知して実施 リスク回避対策を関係者へ周知して実施

本　 社 災害事例と災害防止ポイントの作成 挟まれ・巻込まれ災害事例の作成 年末年始の災害防止対策資料の作成

導入・計画
（前月最終週）

作業所 【動くもの】【重いもの】で発生するリスクの特定と対策の策定 挟まれ・巻込まれリスクがある作業の把握と対策の策定 年末年始時期の災害発生リスクを特定し対策を策定

～各リスクの特定と対策周知の徹底～ ～挟まれ・巻込まれリスクの特定と対策周知の徹底～ ～重要ポイントを絞った安全対策を実施～
月間重点実施項目

【動くもの】【重いもの】で発生する災害の防止 挟まれ・巻込まれ災害の防止 建設業年末年始労働災害防止強調月間への取り組み

幹部パトロール担当者 社長 副社長 総合管理室長

年間予定表 10月 11月 12月

春の全国交通安全運動　(4/6～15) 禁煙週間（5/31～6/6）

「2026安全グッとフレーズ」募集

KOTOBUKIフォーラム　(4/4) （5/1～9/30） 歯と口の健康週間(6/4～10）
行事・取り組み　等

健康診断 ISO審査（5/19～20） 全国安全週間準備月間(6/1～31)

人間ドック(対象者のみ) STOP!熱中症クールワークキャンペーン

確　　　　認
作業所 作業所長による巡視／安全衛生打ち合わせ

本　 社 本社幹部パトロール（ISO内部監査）・安衛品環室パトロール

本　 社 作成した資料の配布 作成した資料の配布 作成した資料の配布
実　　　　施

作業所 関係者への周知と策定した対策の実施 熱中症予防対策ポスター掲示と関係者への周知 関係者への実施事項の周知と実施

本　 社 交通事故を防止するための資料の作成 熱中症防止に関する資料の作成 全国安全週間実施要綱資料等の作成

～熱中症予防対策ポスター掲示と対策用品の準備～ ～「寿ブランド」の進化と”魅せる現場”への挑戦～

導入・計画
（前月最終週）

作業所 職場における自責交通事故防止対策の策定 熱中症対策用品の選定と熱中症対策の策定 ”魅せる現場”づくりの策定

月間重点実施項目
自責交通事故と交通違反の防止 早期の熱中症防止対策の実施 全国安全週間準備月間への取り組み

～確認不足・思い込みによる運転ミスの防止～

幹部パトロール担当者 社長
工事部管理職チーム 専務

STOP!熱中症クールワークキャンペーン 5月～9月

年間予定表 4月 5月 6月

環境・地域目標
　1.  SDGｓに貢献する取り組み１件/人の実施。
　2.  「一現場一奉仕」の全現場実施。

環境・地域方針 　SDGｓの達成と地域貢献を推進する。

品質目標

　1.　「工事成績評定」「外注評価表」の評価８０点以上の全現場達成。
　2.　多部門参加の目標会議による住民・発注者・受注者目線の取り組み
   　  事項を100％実施。
　3. 全ての持ち場で魅せる現場の取り組み。

安全衛生目標
　1.　休業災害・自責交通事故・公衆災害ゼロの達成。
　2.　一人ひとつの生活習慣改善の実践で有所見者を低減。

品質方針 　三方良しの理念に則り高品質な製品を提供する。

寿建設株式会社　
企業理念 喜ばせる技術　選ばれる企業

安全衛生方針 　従業員一人ひとりの安全と安心、健康を守る。

2026年度
経営方針

「寿ブランド2.0」へのバージョンアップを掲げ、現場力・営業手法・改善
意識の3軸を「リメイク（作り直し）」します。
伝統を継承しつつ、攻めの姿勢と次世代へバトンタッチ意識を加速させ、
持続可能な経営基盤を確立する年度とします。

企業目的

私たちは特化した建設技術と、付加価値と改善にこだわった独自の
管理手法で、地域の社会資本整備や企業の設備投資に積極的に
携わり、住民の皆様や顧客の皆様に満足をいただける仕事をします。
その成果として、適正な利益を確保し、従業員とその家族の生活を
守り、かつ地域の社会に貢献する行動をします。

キーワード

寿ブランドのリメイク
徹底的な「技術」「安全」の強化や新要素

を追加

営業手法のリメイク
武器を活かしてプル型からプッシュ型へ

改善意識（発想力）と実践の向上

「私の提案」活動へのより自主的な取り

組み



特定従事者健診・特殊健診

2026年度 安衛品環年間計画表
年間の取り組み一覧 4月 5月 6月 7月 8月 3月

幹部パトロール

2月

月間重点項目(選択重点項目)の取り組み

安全衛生環境委員会(月1回 開催)

9月 10月 11月 12月 1月

目標会議着工前・竣工後（随時開催）

各種SDGsの取り組み(本社・作業所)

KOTOBUKIフォーラム
4日 26日

健康診断・人間ドック
検診・人間ドック

ISO審査

防災の日
原則1日

全国労働衛生週間・準備月間
準備月間

「2026安全グッとフレーズ」募集

作業所安全大会(作業所長表彰)

福島北地区交通事故防止コンクール

福島県セーフティチャレンジ

19・20日

全国安全週間・準備月間
準備月間 本週間

建設業年度末労働災害防止強調月間

7月 8月

建設業年末年始労働災害防止強調期間
1日～ ～15日

本社新年安全祈願
5日

本週間

指差呼称定着研修会(ゆびさし推進者)
　　　　18日

産業医職場巡視

ISO内部監査

熱中症重点取組期間 STOP!熱中症クールワークキャンペーン 5月～9月

【目の上・足の下】公衆災害の防止 【高い場所】【変化する時】で発生する災害の防止 全国労働衛生週間準備月間の積極的な取り組み

9月

のための

寿モラール

５箇条

副社長 営業管理室長 衛生管理チーム

【目の上・足の下】で公衆災害の発生リスクを特定し対策の策定 【高い場所】【変化する時】のリスク特定と対策の策定 健診結果で現在通院治療が必要な人の把握

災害事例と災害防止ポイントの作成 災害事例と災害防止ポイントの作成 実施要綱資料等の作成と要通院治療者の支援

～架空線・埋設物の特定と対策周知の徹底～ ～各リスクの特定と対策周知の徹底～ ～日々の健康を見直し生活習慣の改善～

全国安全週間本週間(7/1～7) 電気使用安全月間(8/1～31) 防災の日(9/1)　本社 消火訓練等

作業所長による巡視／安全衛生打ち合わせ

本社幹部パトロール（ISO内部監査）・安衛品環室パトロール

リスク回避対策を関係者へ周知して実施 通院治療者に治療状況を確認し適切に指導

作成した資料の配布 作成した資料の配布 作成した資料の配布

リスク回避対策を関係者へ周知して実施

福島北地区交通事故防止コンクール(7月～9月) KOTOBUKIフォーラム　(9/26)

作業所安全大会(作業所長表彰) 食品衛生月間(8/1～31) 全国労働衛生週間準備月間(9/1～30)

福島県セーフティチャレンジ(7/1～12/31) 指差呼称定着研修会(2026ゆびさし推進者) 秋の全国交通安全運動(9/21～30)

建設業年度末労働災害防止強調月間実施事項の実施

～冬季交通事故リスクの特定と対策周知の徹底～ ～転倒リスクの特定と対策周知の徹底～ ～チェックリストを活用した計画的な現場巡視の強化～

冬季特有の交通事故防止の徹底 冬季期間における転倒災害の発生防止

3月

工事部管理職チーム 専務 統括工事部長

1月 2月

作業所長による巡視／安全衛生打ち合わせ

本社幹部パトロール（ISO内部監査）・安衛品環室パトロール

リスク回避対策を関係者へ周知して実施 関係者への実施事項の周知と実施

作成した資料の配布 作成した資料の配布 作成した資料の配布

リスク回避対策を関係者へ周知して実施

転倒リスクがある作業の把握と対策の策定 小さなリスクも見逃さない災害防止対策の策定

冬季交通事故事例の作成 転倒災害事例の作成 建設業年度末労働災害防止強調月間の詳細資料の作成

冬季交通事故リスクの把握と対策の策定

女性の健康習慣（3/1～8）

選択重点実施項目

建設業年度末労働災害防止強調月間

建設業年末年始労働災害防止強調期間 生活習慣病予防月間（2/1～28） （3/1～31）

本社新年安全祈願(1/5) 化学物質管理強調月間（2/1～28）

（12/1～1/15）

子ども食堂の支援、エコキャップ・使用済み切手収集、など

車間距離の確保、バック時の一旦停止、バックモニターや目視での確認

生活習慣改善とメンタルヘルス対策の推進
自分の健康状態を把握し責任をもって管理、日常生活の見直し

通勤リスクを明確化し、交通安全ワンポイント周知　など 心の健康を維持し、ストレスの気づきと積極的な心のリフレッシュ など

取り組み内容 取り組み内容
担当業務の明確化、コミュニケーション活動の充実

地域に役立つSDGｓの取り組みの実施
安全・安心な職場づくり、産廃物削減、社会貢献活動の推進

「技術の伝承」「報連相」「KN運動」の活発化　など

①基本は

「やるべきことは必ず

やる、やってはならない

ことは絶対にやらない」

②当社の行動の原点

「こまめ」は

「すぐにやる・きちんとや

る・ずっとやる」

③社是「職場是命

工人是宝」は

全社一丸となっての

「まず現場」意識の確立

④挨拶は

「お・お・あ・し・す・き」を

「明るく・楽しく・

元気よく」

⑤コミュニケーションは

「ほうれんそうの

おひたし」の徹底で
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